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東日本大震災における被害状況福島第一原発
事故の状況

（以上復興庁調べ2023年11月1日時点）

（死者、行方不明者：警察庁調べ2023年10月末時点、
負傷者：消防庁調べ2023年3月1日時点）

人的被害
死者 15,900名
行方不明者 2,520名
負傷者 6,242名

住家被害
全壊 122,039棟
半壊 283,698棟
一部破損 750,020棟

被災者支援の状況
全国の避難者 29,733名

（以上消防庁調べ2023年3月1日時点）
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東京電力福島第一原子力発電所 号機（空撮）
（ 年３月 日撮影、東京電力提供）

原子力発電所の事故状況福島第一原発
事故の状況
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事故の要因（推定）地震と津波の影響福島第一原発
事故の状況
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◆使用済燃料プール冷却水
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原子力規制庁

事故の要因（推定）原子炉内の状況福島第一原発
事故の状況


